
文化財分科会における審議状況と今後の課題

１．これまでの審議状況

○第１０期文化審議会文化財分科会における答申状況

第１０期文化審議会文化財分科会（平成２２年２月～）は、文化財保護法（昭

和２５年法律第２１４号）第１５３条の規定による審議会の権限に属する事項と

、 （ ）、 （ ）して 国宝・重要文化財等の指定・選定等 170件 登録文化財の登録 536件

及び現状変更の許可等（2,360件）について、これまで審議を行い、下表のとお

り答申を得た。

指定・選定等 １７０件

国宝・重要文化財（建造物）の指定 １８件

杉本家 住 宅 等・
すぎもと け じゆうたく

国宝・重要文化財（美術工芸品）の指定 ５２件

越 中 国 射水郡鳴戸村墾田図（麻布） 等・
えつちゆうのくに い みずぐんなる と むらこんでん ず ま ふ

重要無形文化財の指定・認定 ９件

等・瀬戸黒 加藤孝造
せ と ぐろ か とうこうぞう

重要有形民俗文化財の指定 １件

会津のからむし生産用具及び製品・
あい づ せいさんよう ぐ せいひん

重要無形民俗文化財の指定 ６件

等・本海獅子舞番楽
ほんかい し し まいばんがく

史跡名勝天然記念物の指定 ７２件

平 城 宮 東院庭園 等・
へいじようきゆうとういんていえん

重要文化的景観の選定 ７件

高島市針江・霜降の水辺景観 等・
たかしま し はり え しもふり みず べ けいかん

重要伝統的建造物群保存地区の選定 ３件

等・ 桜 川市真壁伝統的建造物群保存地区
さくらがわ し ま かべ

選定保存技術の選定・認定 ２件

等・蒔絵筆製作 村田重行
まき え ふでせいさく むら た しげゆき

登録・記録選択等 ５３６件

登録有形文化財（建造物）の登録 ５１８件

犬吠埼灯台 等・
いぬぼうさきとうだい

登録有形文化財（建造物）の抹消 ３件

等・旅館たおか 表 門及び添屋
りょかん おもてもん そえ や
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登録有形文化財（美術工芸品）の登録 １件

福井県陶磁器資 料 （水野九右衛門ｺﾚｸｼｮﾝ）・
ふく い けんとう じ き し りよう みず の くう え も ん

登録有形民俗文化財の登録 ５件

等・越後の貸鍬用具
えちご かしぐわよう ぐ

登録記念物の登録 ４件

小川氏庭園 等・
お がわ し ていえん

記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財の選択 ５件

等・石鳩岡神楽・土沢神楽
いしはとおかかぐら つちざわかぐら

現状変更等 ２，３６０件

重要文化財（建造物）の現状変更等の許可 ２２件

重要文化財（美術工芸品）の現状変更の許可 １件

史跡等の現状変更等の許可

・史跡に係るもの １，２７７件

・名勝に係るもの ５３６件

・天然記念物に係るもの ５１６件

重要文化財（美術工芸品）の買取り ８件

○世界文化遺産特別委員会の調査について

前期（第９期）から引き続き、文化財分科会のもとに世界文化遺産特別委員会

を設置し、我が国における文化遺産の世界遺産登録に関し、以下の項目について

調査審議を行った。

・ 金を中心とする佐渡鉱山の遺産群」及び「百舌鳥・古市古墳群」を世界遺産「

暫定一覧表へ記載

・平成２１年の第３３回世界遺産委員会において「情報照会」との評価を受け

た国立西洋美術館を含む「ル・コルビュジエの建築作品－近代建築運動への

顕著な貢献－」の追加情報の提出

○無形文化遺産保護条約に関する特別委員会の調査について

前期（第９期）から引き続き、文化財分科会のもとに無形文化遺産保護条約に

関する特別委員会を設置し 「人類の無形文化遺産の代表的な一覧表」への記載、

に係る今後の方針等について調査審議を行った。

２．今後の課題

○ 引き続き、国宝・重要文化財等の指定等について審議する予定。




